
指定管理業務評価結果書 

 

　１　施設の名称等 

 

　２　施設の利用状況 

 

　３　収支の状況 

 

 

 

 （１）公の施設の名称 津山市三世代研修宿泊施設

 （２）指定管理者 所在地　岡山県津山市山北５２０ 

名　称　一般財団法人津山市都市整備公社 

代表者　理事長　植　月　優

 （３）公の施設の所管部署 津山市産業経済部仕事・移住支援室

 （４）指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日

 （５）評価対象期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日

 （１）利用者数等 総利用者数　　　６，６７９人（前年度　４，１４７人） 

内　訳 

施設利用者数　６，６７１人（前年度　４，１３７人） 

入浴利用者数　　　  　８人（前年度　　 　 １０人）

 （２）事業の内容 津山市三世代研修宿泊施設の管理・運営

 （１） 収入 

（指定管理者の収入）

総額　　　　　　　　    　　 ３０，２２２千円 

　　指定管理料収入　  　　　 　８，３５２千円 

　　利用料・自主事業収入     ２１，４８０千円 

　　その他の収入　　　　  　　　   ３９０千円

 （２） 支出 

（指定管理者の支出）

総額　　　　　　　　　　　 　４０，８１７千円 

主な支出 人件費　 　　　　  １７，６５０千円 

需用費  

消耗品費等 　 　 　６５０千円 

修繕費　　　　　   ２９５千円 

光熱水費　　　 ４，８７０千円 

役務費　　　　　　   １，４２３千円 

委託料（施設管理）   ４，２８２千円 

使用料及び賃借料　 　１，９８３千円 

原材料費　　　　　 　６，３７３千円 

負担金　　　　　　　　  　 　４千円 

　　　　　公租公課　　　　　　 １，７８７千円 

管理負担金（事務経費等）  １，５００千円



　４　総合評価結果 

 （１）指定管理者の自己評価 ・新型コロナウィルス感染防止対策として、利用者が安

心して利用できる施設利用の整備に取組み、岡山県飲食

店感染防止対策第三者認証制度に登録申請し認証を得

た。 

・食事宴会利用者等に対し、「シン・うまい券」「シン・

さくら」「ｅつやま商品券」「おかやまプレミアム付食事

券」といった新型コロナウィルスの影響による経済対策

の一環として行われた食事券・商品券キャンペーンに参

加し集客に努めた。 

・宿泊利用者の利用促進を目的として、上記の経済対策

の一環として行われた宿泊割引や観光クーポンが利用で

きる「おかやま旅応援割」「津山宿泊観光応援割」「全国

旅行支援 岡山ハレ旅応援割」に参加した。 

・季節ごとの料理プランや法事等料理の配達プランを作

り食事宴会客等の利用増加に努めた。 

・団体客や遠方からの利用客に対して、マイクロバスで

の無料送迎サービスを行った。 

・Facebook を活用して、利用者へ施設や料理、地域の情

報等を積極的に発信した。併せて、インターネットの宿

泊予約サイトを利用して集客を図った。 

・合宿や宴会等の利用で、キャパシティを超える利用者

について、近隣の管理施設（めぐみ荘等）への仲介を行

い利用客の利便性の向上や施設の相互扶助を推進した。 

・施設の円滑な管理運営を図るため、津山市加茂郷文化

ふれあい施設運営委員会を開催し、地域関係者から事業

計画等について助言や提案を受けた。

 ・自主事業として、ビアガーデンの開催や加茂谷まつり

への出店を予定していたが新型コロナウィルス感染症拡

大の影響により中止となった。 

 

上記の運営活動により、厳しい経済状況が続く中で、良

好に業務を推進したものと評価する。

 （２）市の評価 令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的

とした休業や酒類の提供禁止や時短営業等はなく、令和

３年度と比較して利用者数は＋２，５３２人（約６１％

増）、利用料・自主事業収入は、＋６，３９３千円（約４

２％増）と持ち直しが見られた。しかし、新型コロナウ

イルス感染症の影響は色濃く、令和元年度と比較して、



 利用者数は、▲３６８人（約５％減）、利用料・自主事業

収入は、▲９，２９４千円（約３０％減）とまだまだ感

染症拡大前の水準には及ばない。さらに、近年の電気料

金や食料品などの高騰も重なったこともあり、収支は▲

１０，５９５千円となり、施設の管理運営自体が厳しい

状況にある。 

一方で、「シン・うまい券」「シン・さくら」「ｅつやま

商品券」「おかやまプレミアム付食事券」、おかやま旅応

援割」「津山宿泊観光応援割」「全国旅行支援 岡山ハレ旅

応援割」といった経済対策の一環として行われたキャン

ペーンに参加し集客に努める共に、来館して食事するこ

とができない利用者への持ち帰り・配達弁当やアルネ地

域交流センターの厨房を借りて調理したお花見弁当を販

売するなど、新型コロナウイルス感染拡大の影響がある

厳しい状況下においても安定した管理運営を継続しよう

とした点は評価できる。 

令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症は季

節性インフルエンザと同じ「５類」に移行し、多くの制

限は解除される。この機会を逃さず、利用者集客に資す

る新たな取組を行って、利用促進に努力されたい。 


